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憲法９条を守ろう２００６．１０．１０
一 般 １０００円
中高学生・
障害者 ５００円

No.930 '０６県民のつどい
発行責任者 梅野敏基 定価 １０円

１１月３日（祝）１３時開演
名古屋市公会堂大ホール

組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

安倍政権の危険な性格
明らかにした二宮講演

住住
民民
のの
共共
同同
のの
利利
益益
守守
りり

自自
治治
体体
労労
働働
者者
とと
しし
てて
攻攻
勢勢
的的
なな
たた
たた
かか
いい
をを

０６
年
秋
季
年
末
闘
争
方
針
で
賃
金
確
定
闘
争
の
前
進
と
と
も

に
、
安
倍
新
内
閣
の
発
足
の
下
、
臨
時
国
会
で
の
国
民
投
票
法

案
や
教
育
基
本
法
改
革
案
の
廃
案
を
め
ざ
す
と
り
く
み
を
強
め

よ
う
と
県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会
を
９
月
２２
日
〜
２３
日
に
蒲

郡
・
ホ
テ
ル
明
山
荘
で
開
催
。

記
念
講
演
に
全
国
各
地
を
講
演
し
て
大
忙
し
の
二
宮
厚
美
先

生
（
神
戸
大
学
教
授
）
を
招
き
「
安
倍
政
権
下
の
自
治
体
と
公

務
労
働
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
要
旨
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

障害者（児）、家族、指導員ら１０００人が名城東小公園に集まりました

願いを声に１０００人大集会
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ここれれででいいいいののかか？？
障障害害者者（（児児））福福祉祉愛愛知知
集集会会（（１１００月月１１～～２２日日））

講演される二宮厚美先生
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戦戦
争争
すす
るる
国国
へへ
導導
くく

極極
めめ
てて
危危
険険
なな
安安
倍倍

政政
権権

９
月
２６
日
に
安
倍
政
権
が
発

足
す
る
予
定
だ
が
、
私
た
ち
自

治
体
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
る

こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
の
展
望

を
考
え
る
時
、
安
倍
政
権

の
基
本
性
格
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
基
本
法
改
正
を
目

玉
に
し
な
が
ら
、「
美
し
い

国
へ
」
と
提
唱
す
る
安
倍

政
権
は
こ
れ
ま
で
の
小
泉

構
造
改
革
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
平
和
国
家
を
戦

争
国
家
に
す
る
「
新
国
家

主
義
」
と
い
う
極
め
て
危

険
な
性
格
を
も
つ
も
の
。

安
倍
政
権
は
消
費
税
増

税
や
大
企
業
減
税
を
優
先
し
、

自
治
体
に
お
け
る
交
付
税
や
国

庫
負
担
金
を
削
減
し
、
さ
ら
に

憲
法
や
教
育
基
本
法
の「
改
正
」

を
、
今
国
会
で
行
う
こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。

今
年
６
月
の
朝
日
新
聞
の
調

査
で
、
自
民
党
の
地
方
議
員
の

９
割
が
小
泉
政
権
の
継
承
に
反

対
す
る
調
査
結
果
が
出
さ
れ
、

地
方
で
構
造
改
革
の
矛
盾
が
深

ま
っ
て
い
る
。
来
年
の
統
一
地

方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
後
に
消

費
税
が
大
増
税
さ
れ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
歴
史
的
意
義
を
も
つ

選
挙
戦
と
な
る
。
住
民
と
と
も

に
憲
法
を
基
本
に
自
治
体
行
政

を
進
め
る
た
め
に
安
倍
政
権
と

真
正
面
か
ら
対
決
す
る
と
り
く

み
が
重
要
で
あ
る
。

住住
民民
のの
生生
存存
権権
、、
基基

本本
的的
人人
権権
をを
守守
るる
自自

治治
体体
づづ
くく
りり
にに
全全
力力

自
治
体
労
働
運
動
の
課
題
と

し
て
、
自
治
体
の
公
共
性
と
公

務
労
働
の
専
門
性
を
め
ぐ
っ
て

住
民
の
共
同
の
「
利
益
」
に
か

か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
自
治

体
労
働
者
と
し
て
そ
の
専
門
性

を
明
ら
か
に
し
、
何
故
公
務
員

が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

住
民
に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
現
在
、
市
場
化

路
線
に
見
ら
れ
る
指
定
管
理
者

制
度
や
市
場
化
テ
ス
ト
、
さ
ら

に
は
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度

（
ク
ー
ポ
ン
制
度
）
構
想
な
ど

で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
知
的
熟

練
が
損
な
わ
れ
格
差
が
い
っ
そ

う
拡
大
す
る
。

地
域
・
自
治
体
に
お
け
る

「
自
由
・
平
等
・
連
帯
」
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
す
す
め
住

民
の
生
存
権
や
基
本
的
人
権
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

攻
勢
的
に
国
民
と
の
共
同
を
す

す
め
よ
う
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が

今
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ
て
か

ら
６
カ
月
あ
ま
り
。
多
く
の
障

害
者
や
家
族
、
施
設
職
員
な
ど

に
不
安
と
大
混
乱
を
与
え
た
ま

ま
本
格
実
施
の
１０
月
１
日
を
迎

え
ま
し
た
。
新
制
度
へ
の
不
安

が
招
い
た
無
理
心
中
事
件
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金

を
払
え
ず
必
要
な
援
助
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
障
害
者
の
生
活

実
態
を
前
に
、
障
害
者
（
児
）

の
愛
知
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
１
日
の
夜
は
県
庁
前
で
吹

き
荒
れ
る
雨
の
中
、

ナ
イ
ト
ア
ピ
ー
ル
と

徹
夜
座
り
込
み
、
２

日
に
は
名
城
東
小
公

園
に
１
０
０
０
人
が

「
願
い
を
声
に
こ
れ

で
い
い
の
か
？
障
害

者
（
児
）
福
祉
愛
知

集
会
」
に
み
な
ぎ
る

熱
気
と
人
間
ら
し
く

生
き
た
い
と
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
市
江
さ
ん
が
「
私

た
ち
の
願
い
は
特
別
な
も
の
で

は
な
い
。
人
間
と
し
て
生
き
て

い
き
た
い
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
援
助
が
ほ
し
い
。
支
援
法
の

１
割
負
担
導
入
で
利
用
料
を
払

え
ず
生
き
て
い
け
な
い
」
と
切

実
な
願
い
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
者
や
指
導
員
や
学
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
を
行
い
、

中
で
も
中
堅
指
導
員
か
ら
は
、

「
年
収
３
７
０
万
円
あ
ま
り
だ

が
、
本
格
実
施
の
下
で
何
も
手

だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
２
５
０

万
円
の
年
収
す
ら
守
ら
れ
る
か

ど
う
か
」
と
福
祉
労
働
者
と
し

て
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
働
く
こ

と
の
で
き
な
い
実
態
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
集
会
後
、
県
庁
・
市

役
所
を
一
周
す
る
デ
モ
行
進
で

要
求
を
訴
え
ま
し
た
。

県
や
名
古
屋
市
へ
必
要
な
援

助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
要
請
行

動
も
行
な
い
ま
し
た
。

写真（上）集会後デモ行進でアピール
（下）１日夜、県庁前で４００人がアピール
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ベ
ア
ゼ
ロ
勧

告
の
実
施
反

対
、「
企
業
規

模
１
０
０
人
以

上
」
の
比
較
に
よ
る
公
務

員
賃
金
の
改
善
、
労
働
諸

法
制
の
改
悪
法
案
阻
止
、

安
倍
新
内
閣
に
よ
る
教
育

基
本
法
改
悪
反
対
な
ど
の

要
求
を
掲
げ
て
、
第
一
次

中
央
行
動
が
９
月
２９
日
に

開
催
さ
れ
、
３
０
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
愛
知

県
本
部
か
ら
は
９
単
組
１４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

厚
労
省
前
で
は
労
働
法
制
改

悪
反
対
、
総
務
省
前
で
は
中
央

省
庁
優
遇
す
る
な
、
地
方
を
切

り
捨
て
る
な
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
社
会
文
化
会
館
で
、

総
決
起
集
会
が
開
か
れ
秋
の
闘

い
の
一
つ
ひ
と
つ
を
成
功
さ
せ

て
い
こ
う
と
提
起
さ
れ
ま
し

た
。集
会
後
、国
会
ま
で
の
デ
モ

行
進
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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着実なとりくみで
全国一の新規加入者

２
０
０
６
年
自
治
労
連
共
済

学
校
を
９
月
３０
日
か
ら
１０
月
１

日
に
犬
山
市
・
迎
帆
楼
で
開
催

し
、
９
単
組
２８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

自
治
労
連
共
済
本
部
の
平
沢

学
さ
ん
が
基
調
講
演
「
自
治
労

連
共
済
を
大
い
に
活
用
し
よ

う
、
共
済
で
組
織
拡
大
」
を
行

い
、
同
じ
く
共
済
本
部
の
大
曽

根
仁
さ
ん
が
、講
座「
自

治
労
連
共
済
の
制
度
と

実
務
の
実
際
」、
中
部

自
動
車
共
済
の
逵
（
つ

じ
）
さ
ん
か
ら
「
自
動

車
共
済
の
制
度
と
実
務

の
実
際
」
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

愛愛
知知
県県
本本
部部

共共
済済
学学
校校

平
沢
さ
ん
は
、
保
障
内
容
が

同
程
度
の
民
間
保
険
と
比
較
し

て
、
２３
歳
の
男
性
が
６０
歳
ま
で

の
総
掛
金
は
、
Ａ
民
間
生
保
６

８
０
万
円
、
自
治
労
連
共
済
４

３
０
万
円
で
自
治
労
連
共
済
が

２
５
０
万
円
近
く
安
い
な
ど
の

優
位
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
世
話
役
活
動
と
し
て
組
織

共
済
の
共
済
金
を
支
払
う
際
に

個
人
共
済
の
加
入
を
働
き
か
け

る
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
愛
知
県
支
部
に
お
け

る
現
状
と
拡
大
の
課
題
」
に
つ

い
て
問
題
提
起
を
さ
れ
、「
昨

年
６
月
か
ら
今
年
５
月
ま
で
の

純
増
新
規
加
入
者
は
愛
知
支
部

４
３
２
人
で
全
国
１
番
の
拡
大

を
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
加
入

者
数
で
は
減
っ
て
い
る
。
通
年

の
加
入
者
募
集
に
力
を
注
い
で

ほ
し
い
」と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

工工
夫夫
をを
ここ
らら
しし
たた

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
でで

加加
入入
者者
ふふ
やや
そそ
うう
！！

桐
山
節
子
さ
ん
（
名
古
屋
市

職
労
）
か
ら
、
自
治
労
連
共
済

の
加
入
者
比
率
は
０４
年
３１
％
、

０５
年
４１
％
、
今
年
は
４３
％
と
前

進
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
福
井
鈴
子
さ
ん
（
豊
橋
市

職
労
）
か
ら
は
、
新
入
職
員
向

け
に
セ
ッ
ト
３３
型
に
加
入
し
た

場
合
、
３
ヵ
月
分
の
掛
金
を
無

料
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
６
人
が
加
入
し
た
こ
と
を
報

告
。「
自
治
労
連
共
済
に
、
入
っ

て
良
か
っ
た
！
」
の
声
を
載
せ

た
厚
生
事
業
部
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
も
紹
介
。橋
本
容
子
さ
ん（
学

事
労
）
か
ら
は
、
社
会
保
障
部

長
と
７
人
の
部
員
で
共
済
活
動

を
行
い
、
自
治
労
連
共
済
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
９９

年
か
ら
作
成
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に

載
せ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

討
論
で
は
、
新
規
加
入
者
に

交
通
災
害
共
済
１
口
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
２
０
０
人
以
上
加
入

（
名
古
屋
市
職
労
）、
証
書
と

一
緒
に
新
規
加
入
者
に
は
バ
ス

タ
オ
ル
、
継
続
加
入
者
に
は
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
を
配
布
（
豊
橋
市

職
労
）、
民
間
保
険
が
来
る
よ

り
前
に
宣
伝
を
し
て
い
る
（
学

事
労
）
な
ど
の
工
夫
の
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

各単組のとりくみが活発に交流されました

賃金引き下げ許すなと要請行動

９
月
３０
日
（
土
）、
豊
橋
市

民
球
場
で
、
自
治
労
連
東
海
北

信
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
決
勝
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
市
職

労
チ
ー
ム
の
対
戦
相
手
は
、
伊

東
市
労
連
チ
ー
ム
。
こ
こ
で
勝

て
ば
、
福
島
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
で
す
が
、試
合
は
、

１
回
裏
、
伊
東
市
の
先
頭
打
者

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
先
制
さ
れ
、
以

降
は
終
始
相
手
ペ
ー
ス
。
順
調

に
追
加
点
を
重
ね
る
伊
東
市
に

対
し
、
豊
橋
市
職
チ
ー
ム
は
最

終
回
、
先
頭
打
者
の
ピ
ッ
チ
ャ

ー
・
田
中
選
手
自
ら
ヒ
ッ
ト
で

出
塁
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま

す
が
、
反
撃
も
こ
こ
ま
で
。
結

果
は
０
対
３
と
惜
敗
で
し
た
。

来
年
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

攻撃する豊橋市職労チーム

今
年
５
月
に
保
育
園
で
働
く

嘱
託
・
非
常
勤
の
保
育
士
の
み

な
さ
ん
に
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
９６
人
の
方
か
ら
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く

に
は
夏
季
休
暇
を
含
め
た
特
別

休
暇
や
一
時
金
の
支
給
を
求
め

る
声
や
保
育
園
の
民
営
化
に
つ

い
て
の
不
安
な
思
い
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
幸
田
町
職
員
労

働
組
合
と
し
て
、
こ
の
秋
保
育

園
に
働
く
嘱
託
・
非
常
勤
保
育

士
を
対
象
に
労
働
組
合
に
つ
い

て
の
学
習
会
を
設
定
。

９
月
２２
日
（
金
）
と
２５

日
（
月
）
の
２
日
間
仕

事
が
終
わ
っ
た
夕
方
に

各
園
か
ら
集
ま
っ
て
も

ら
い
の
べ
５０
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
本
茂
樹
委
員
長
か

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
や
労
働
組
合
に

加
入
し
て
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
や
処

遇
の
改
善
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
食
事
を
し
な
が
ら
交
流

や
質
問
な
ど
に
答
え
、
組
合
に

加
入
す
る
と
す
べ
て
や
ら
ね
ば

い
け
な
い
？

私
た
ち
が
独
自

に
組
合
を
結
成
す
る
の
？
な
ど

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
幸
田
町
職
労
と
と
も
に
一

緒
に
活
動
を
す
る
こ
と
や
で
き

る
こ
と
か
ら
や
れ
ば
い
い
ん
で

す
よ
と
話
し
な
が
ら
加
入
に
む

け
て
の
活
動
を
一
歩
前
進
さ
せ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
予
測
通
り
小
泉
の
後
継
者

は
安
倍
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ど

ん
ど
ん
右
寄
り
に
な
る
ブ
ッ

シ
ュ
の
言
う
ま
ま
に
戦
争
に
協

力
す
る
日
本
を
イ
ス
ラ
ム
原
理

派
が
放
っ
て
お
く
は
ず
が
な

い
。
そ
の
う
ち
に
テ
ロ
の
標
的

に
な
る
の
で
は
と
不
安
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
（
大
谷
恵
美
子
・

豊
橋
市
職
労
）
◆
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
は
解
け
た
の
で
す
が
、
そ
の

後
の
並
び
替
え
が
う
ま
く
い
か

な
く
て
職
場
の
み
ん
な
の
汗
と

涙
の
結
晶
、
解
け
た
と
き
ス
ッ

キ
リ
し
ま
し
た
（
齊
藤
康
子
・

名
古
屋
市
職
労
）
◆
�
暑
い
暑

い
�
と
い
っ
て
水
遊
び
を
楽
し

ん
だ
夏
も
終
わ
り
、
秋
の
気
配

が
。
１０
月
か
ら
の
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
向
け
て
大
変
で

す（
竹
川
典
子
・
瀬
戸
市
職
労
）

非
正
規
の
保
育
士

さ
ん
を
組
合
へ
む

か
え
よ
う
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職職
場
の
声声

幸
田
町
職
労

１１．１８県民集会成功と新聞意見広告へご協力を

知
立
市
職
労

（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

和
成

副
執
行
委
員
長

吉
岡

正
憲

書

記

長

成
瀬

達
美

会

計

長
谷

隆
治

西
尾
市
職

（
９
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

副
執
行
委
員
長

中
根
賢
次
郎

〃

深
見
美
千
代

書

記

長

柵
木

史
紀

書

記

次

長

犬
塚

隆
之

愛
知
自
治
体
一
般
労
組

（
９
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

梅
野

敏
基

書

記

長

平
野

正
一

組合事務所で行なわれた学習会

自治労連東海北信
ブロック野球大会

豊豊橋橋市市職職労労
惜惜敗敗��

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


